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|

コ
ン
サ
ー
ト
は
高
崎
セ
ン
ト

ラ
ル
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催

で
ヽ
高
崎
在
住
の
ピ
ア

ニ
ス
ト

の
沢
田
ま
ゆ
み
さ
ん
と
甲
賀
英

明
さ
ん
が
演
奏
協
力
し
た
。
沢

田
さ
ん
は
、
こ
の
ピ
ア
ノ
の
故

郷

・
ウ
ィ
ト
ン
出
身
の
シ

ュ
ー

ベ
ル
ト
と
堀
内
さ
ん
が
好
き
な

シ
ョ
バ
ン
の
楽
曲
、
甲
賀
さ
ん

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
即
興
演
奏

や

「月
の
砂
漠
」
の
ジ
ャ
ズ
ア

レ
ン
ジ
を
披
露
し
た
。

堀
内
さ
ん
は
妻
の
織
江
さ
ん

（３５
）
ヽ
長
男
の
楽
斗
君
（Ю
）
と

来
県
。
海
水
を
か
ぶ

っ
た
ピ
ア

ノ
を
思
い
出
し
て
声
を
詰
ま
ら

せ
な
が
ら
、

「も
う
駄
目
か
と

思

っ
た
け
れ
ど
音
が
戻
り
、
コ

ン
サ
ト
ト
ま
で
開
い
て
も
ら
え

て
う
れ
し
い
。群
馬
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
岩
手
の
店
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
語

っ
た
。

被
災
し
た
ピ
ア
ノ
は
１
９
８

復
活
し
た
ピ
ア
ノ

「ベ
ー
ゼ

ン
ド
ル
フ
ァ
ト
」
を
演
奏
す

る
沢
田
さ
ん
＝
高
崎
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
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高 崎

９
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
製
造
さ
れ

た
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
。
鍵

盤
ま
で
海
水
に
漬
か

っ
て
部
品

も
損
傷
。
自
宅
は
全
壊
し
、
店

も
体
業
と
い
う
堀
内
さ
ん
を
勇

気
づ
け
た
い
と
、
購
入
元
の
ピ

ア
ノ
プ
ラ
ザ
群
馬

（高
崎
市
問

屋
町
西
）
の
技
術
者
が
無
償
で

東
日
本
大
震
災
で
津
波
被
害
に
遭

っ
た
岩
手

県
宮
古
市
の
ジ
ャ
ズ
喫
茶
の
ピ
ア
ノ
が
、
高
崎

市
の
楽
器
店
で
の
修
復
作
業
を
終
え
て
復
活
し

た
。
里
帰
り
前
の
復
浩
コ
ン
サ
ー
ト
が
２
日
ヽ

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
オ
ー
ナ
ー

の
堀
内
繁
喜
さ
ん
（４２
）
＝
盛
岡
市
＝
や
高
崎
市

尽

ら
２
３
０
人
が
見
守
る
中
、
震
災
前
と
変
わ

ら
な
い
音
色
を
響
か
せ
た
。

修
復
を
引
き
受
け
、
復
活
を
遂

げ
た
。

堀
内
さ
ん
は
宮
古
市
を
離

れ
、
盛
岡
市
で
店
を
再
開
。
ピ

ア
ノ
の
件
を
報
道
で
知

っ
た
、

み
ど
り
市
の
男
性
か
ら
レ
コ
ー

ド
プ

レ
ー
ヤ
ー

の
寄
贈
も
あ

り
ヽ
新
天
地
で
の
経
営
は
徐
々

に
軌
道
に
乗
り
始
め
た
。
ピ
ア

ノ
は
５
日
に
岩
手

へ
戻
り
、
地

元
で
の
復
興
ラ
イ
ブ
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

７
月
末

の
豪
雨
で

流
入
量
が
過
去
最
大

矢
木
沢
、
奈
良
俣
両
ダ
ム

国
土
交
通
省
は
２
日
、
７
月

末
の
記
録
的
豪
雨
で
、
み
な
か

み
町
の
矢
木
沢
ダ
ム
と
奈
良
俣

ダ
ム
の
流
入
量
が
管
理
開
始
以

降
、
最
大
と
な

っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
矢
木
沢
ダ
ム
（

最
大
流
入
量
は
２９
日
午
後
Ｈ
一

半
に
毎
秒
１
２
３
０
立
方
層
、

奈
良
俣
ダ
ム
は
３０
日
午
前
２
一

５０
分
に
同
４
１
６
立
方
厨
を
〔

測
し
た
。

同
省
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
一

の
最
大
値
は
矢
木
沢
ダ
ム
が
・

９
６
９
年
８
月
の
同
９
０
０
一

方
厨
、
奈
良
俣
ダ
ム
が
２
０
（

２
年
１０
月

の
同
■
６
２
立
一

房
。
今
回
の
豪
雨
で
、
両
ダ
′

と
藤
原
ダ
ム
を
合
わ
せ
た
３
が

ム
で
東
京
ド
ー
ム
８０
個
分
に
）

た
る
最
大
約
９
９
０
９
万
立
十

層
の
水
を
貯
蓄
し
た
。
こ
の
選

水
調
節
に
よ
り
下
流
の
み
な
ヘ

み
町
湯
原
地
点
の
利
根
川
で
Ｆ

。
９
房
の
水
位
を
低
減
さ
せ
フ

効
果
が
あ

っ
た
と
推
測
し
て
‐、

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

最
大
流
量
デ
ー
タ
開
示
を

一

八
ツ
場
ダ
ム
訴
訟
東
京
地
裁
が
命
じ
る

八
ツ
場
ダ
ム
建
設
を
め
ぐ
る

６
件
の
住
民
訴
訟
で
住
民
側
弁

護
団
長
を
務
め
る
高
橋
利
明
弁

護
士
が
、
利
根
川
水
系
で
過
去

最
大
と
同
規
模
の
洪
水
が
あ

っ

た
場
合
の
流
量
を
予
測
で
き
る

デ
ー
タ
図
２
枚
の
開
示
を
求
め

た
訴
訟
の
判
決
で
、
東
京
地
裁

の
定
塚
誠
裁
判
長
は
２
日
、
」

の
不
開
示
決
定
を
違
法
と
し
た

開
示
を
命
じ
た
。

住
民
側
は
、
流
域
の
都
県
”

ダ
ム
建
設
事
業
費
の
支
出
差
‐

止
め
を
求
め
て
提
訴
し
た
が
ヽ

い
ず
れ
も

一
審
は
敗
訴
し
東
吉

高
裁
で
係
争
中
。
最
大
流
量
汁


